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ドメイン名関連の歴史／ ICANN設立経緯

 ドメイン名登録の開始（1984）
 全米科学財団(NSF)がInterNIC設立（1993年）

- インターネット普及により登録数激増

- ドメイン名登録サービス：米国のNetwork Solutions社(NSI)に委託

 NSI社がドメイン名登録を有料化（1995年）
- 一民間企業であるNSI社によるレジストリ独占体制に批判が高まる

 資源管理のあり方についての議論＋米国政府提案

- IAHCによる検討（1996-1997）→成果文書gTLD-MoU
- グリーンペーパー(1998)：インターネットの名前およびアドレスの技

術的管理を改善する方法について述べた文書

- ホワイトペーパー(1998)：グリーンペーパーへのコメントに対応し、

米国政府が再度インターネットの管理体系に関する提案をまとめた
文書
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ICANN設立

 Internet Corporation for Assigned Names and 
Numbers (ICANN)設立（1998年）

- 米国商務省との契約に基づき非営利組織として設立

 ICANNは資源管理の方針策定を実施

- 分野別／一般トップレベルドメイン名(gTLD) に関するポ
リシーの制定、新たなgTLDの承認

- IPアドレス、AS番号の源泉管理

- ルートネームサーバの管理、特にルートゾーンファイル
の編集管理

- プロトコルパラメーターの管理
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ICANNとは

 組織形態
- 米国カリフォルニア州法の元に設立された非営利団体

- 三大拠点（ハブ）
- 米国・ロサンゼルス

- シンガポール

- トルコ・イスタンブール

 使命

1. インターネットの三つの識別子の割り振り・割り当てを全世
界的かつ一意に行うシステムの調整
a. ドメイン名

b. IPアドレスおよび自律システム(AS)番号

c. プロトコルポート番号およびパラメーター

2. DNSルートネームサーバー・システムの運用および展開の
調整

3. これらの技術的業務に関連するポリシー策定の調整
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ICANNの中心的価値(Core Values) (1/2)

1. 運用上の安定性，信頼性，セキュリティ及びイン
ターネットのグローバルな相互接続性を確保・向上

2. インターネットにより実現された創造性，革新および
情報の流れの尊重
• ICANNの活動はその使命の範囲内に留め、グローバルな調整によっ

て使命を実現

3. 実現可能かつ適切な限り、影響する関係者の利益
を反映、責任を持った別の機関が行う政策機能を
尊重、あるいは調整機能の権限を委譲

4. 政策立案及び意思決定の全てのレベルにおいて、
インターネットが持つ機能的・地理的・文化的多様
性を反映した参画を模索・支持
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ICANNの中心的価値(Core Values) (2/2)

5. 市場機構に委ねて持続可能な競争環境を推進

6. ドメイン名登録に競争を導入し推進

7. オープンで透明な政策策定機構を採用
i. 専門家の助言に基づいて情報に通じた上での意思決定を推進

ii. 最も影響を受ける関係者が政策策定プロセスに関与できるように

8. 誠実で公平、客観的で中立的な政策文書によって意思決定

9. 意思決定プロセスの一部として、最も影響を受ける関係者の

情報に通じた上での意見を取り入れつつ、インターネットの要
請に敏感に素早く行動

10. ICANNの有効性を高め、インターネットコミュニティに説明責
任を果たし続ける

11.民間セクターに根ざしつつ、政府や公共機関が公共政策に
責任を持つことを認識に立ち、それらの勧告を正しく取り入れ
る 7
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ICANN・インターネット資源関連の主な契約

• 責務に関する約定(Affirmation of Commitments; AoC)
• 米国商務省とICANN間の契約

• 米国政府およびICANNによる主要責務を列挙（ポリシー策定関連）：

a. DNSの世界的な技術的調整に関する決定は公共の利益において行わ
れ、かつ説明可能であり透明性を持つことの確証

b. DNSの安全性、安定性、および耐障害性の保持

c. 競争、ユーザーの信頼、およびDNS市場におけるユーザーの選択促進

d. DNSの技術的調整における国際的参加の促進

• IANA契約
• IANA機能について米国政府が委託する契約（詳細は「IANAについ

て」部分で説明）

• DNSルートゾーン管理に関するベリサインとの協力覚書
• 米国政府がベリサイン社にルートDNSゾーンファイルの管理を委託

• ICANN ASO MoU（ICANNとNRO間で締結）
• ASOの機能をNROが担うことを定めた覚書 8



Copyright © 2015 Japan Network Information Center

ICANN設立後の動向

• gTLDの追加

• gTLD数の変遷：
− 2000年以前から存在したもの：7
− 2000年の選定で追加されたもの：7
− 2004年の選定で追加されたもの：8
− 2012年に申請受付を行い追加されたもの（いわゆる新gTLD）：

786（2015年11月11日現在、最終的には1,300弱程度まで）

• ICANN改革

• ICANN設立後、理事18名のうち9名は一般会員(At-
Large)による選挙となった

• 2002年に当時のリン事務総長が構造改革を提案
• その後さまざまな検討がなされ「改革に向けての青写真」採択

• 青写真を元に同年11月には定款を大幅改定
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ICANNの構成
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ICANNの組織構造

指名委員会
（NomCom）

勧告

理事会（20名）

技術リエゾン
グループ(TLG)

政府諮問委員
会(GAC)

DNSルートサーバー

システム諮問委員会
（RSSAC）

セキュリティと安定性
に関する諮問委員会
（SSAC）

At-Large諮問

委員会
(ALAC)

オンブズマン

アドレス支持組織
（ASO）

国コードドメイン名
支持組織（ccNSO）

分野別ドメイン名支持組織
（GNSO）

Internet Engineering 
Task Force  (IETF)

事務総長

スタッフ

助言

gTLDの
ポリシー策定

ccTLDの
グローバル
ポリシー策定

IPアドレスの
グローバル
ポリシー策定

https://www.nic.ad.jp/ja/icann/about/organization.html

理事会をさまざまな関係者
グループがサポート

理事議席：2 理事議席：2 理事議席：2

理事議席：8

リエゾン：1名

リエゾン：1名

リエゾン：1名

理事議席：1

リエゾン：1名

理事議席：1

会員制ではないため、総会はない
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理事会

• 理事会の内訳

• 投票権を持つ理事：15名
• 支持組織（GNSO、ccNSO、ASO）より各2名
• At-Large諮問委員会より1名
• 指名委員会(Nominating Committee, NomCom)推薦：8名

• 各諮問委員会からのリエゾン（投票権なし）：4名
• ICANN事務総長（職権、投票権あり）：1名

• 現行の理事一覧
• https://www.nic.ad.jp/ja/icann/about/organization.html#3

• 委員会

12

• 監査
• 報酬
• 執行
• 財務

• ガバナンス
• 組織効率性
• 危機管理
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支持組織(Supporting Organization, SO)

• GNSO（分野別／一般ドメイン名支持組織）

• gTLDに関するポリシー策定を行い、理事会に提言

• ccNSO（国コード ドメイン名支持組織）

• ccTLDに関するグローバルポリシーを策定、および
ccNSO内でコンセンサス醸成
• グローバルポリシーの例：IDN ccTLDの選定・委任プロセス

• ASO（アドレス支持組織）

• インターネットプロトコル(IP)アドレスおよび自律システム
(AS)番号（以下「番号」と省略して呼ぶ）の運用、割り当て、

および管理に関連するポリシー課題について理事会に勧
告

13
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GNSOの構成

• 評議会(council)：部会・SGの代表およびNomCom選出メンバーからなる

• 部会・SGの設立、評議会の議席、選挙などはICANN定款で規定

• 部会・利害関係者グループ(SG)一覧
• 契約者会議

• レジストリステークホルダーグループ(RySG)
• レジストラステークホルダーグループ(RrSG)

• 非契約者会議

• 商用ステークホルダーグループ(CSG)
• ビジネスユーザー関係者部会(CBUCまたはBC)
• 知的財産関係者部会(IPC)
• インターネットサービスプロバイダー関係者部会(ISPCP)

• 非商用ステークホルダーグループ(NCSG)
• 非商用ユーザー関係者部会(NCUC)
• 非営利団体運用関連関係者部会(NPOC)

14
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GNSO評議会

15

GNSO評議会(Council)
各グループ選出 計18名
投票権を持つNCA 計2名
投票権を持たないNCA 1名
ccNSOとALACからのリエゾン 計2名

契約者会議(Contracted Party House)〈計6
名＋投票権を持つNCA 1名〉

非契約者会議(Non-Contracted Party 
House)〈計12名＋投票権を持つNCA 1名〉

レジストリ利害関係者グ
ループ(Registries 
Stakeholder Group, 
RySG)〈3名〉

レジストラ利害関係者グ
ループ(Registrars 
Stakeholder Group, 
RrSG)〈3名〉

商用利害関係者グループ
(Commercial 
Stakeholder Group, 
CSG) 〈計6名〉

商用ビジネス利用者部会
(Commercial Business 
Users Constituency, CBUC
またはBC) 〈2名〉

知的財産部会(Intellectual 
Property Constituency, IPC) 
〈2名〉

ISP・接続プロバイダー部会
(Internet Service Providers 
and Connectivity Providers 
Constituency, ISPCP)〈2名〉

非商用利害関係者グルー
プ(Non- Commercial 
Stakeholder Group, 
NCSG)〈6名〉

非商用利用者部会(Non-
Commercial Users 
Constituency, NCUC)

非営利団体運用関連部会
(Not-for-Profit Operational 
Concerns Constituency, 
NPOC)

NCA (NomCom Appointee): 指名委員会が指名した人
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gTLDのポリシー

• gTLD関連ポリシー

• 新gTLDプログラム

• AGP (Add Grace Period)制限ポリシー

• 有効期限切れドメイン名の回復ポリシー

• 有効期限切れドメイン名の削除に関するポリシー

• レジストラ間の移転ポリシー

• レジストラ認定ポリシーステートメント

• レジストリサービス評価ポリシー

• 削除後請戻されたドメイン名の正確性に関するポリシー

• 統一ドメイン名の紛争解決ポリシー(UDRP)
• Whois 情報の確認に関するポリシー(WDRP)
• Whois 情報のマーケティング利用禁止に関するポリシー

• https://www.icann.org/resources/pages/consensus-policies-2012-02-25-ja 16
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GNSOのポリシー策定プロセス(PDP)

1. 課題の検証：GNSO/ICANNスタッフが課題の中から検討に値するもの
を選択

2. GNSO評議会／諮問委員会／理事会がICANNに対して課題報告書
(Issue Report)を要求

3. ICANNスタッフが暫定課題報告書を作成→意見募集→最終課題報告
書の作成・発行

4. PDPの正式な開始：理事会に要求されたもの以外は、評議会の決議が
必要

5. PDPチーム（WGなど）の設立と活動：
• 起草チームがチャーターを策定→GNSO評議会承認

• PDPチームによる初回報告書の発行→意見募集

• PDPチームによる最終報告書の発行

17

1. 課題の
検証

8. 実装
2. 課題報
告書の要

求

3. 課題報
告書の作

成

4. PDPの
正式な開

始

5. PDP
チームの
設立・活

動

6. GNSO
評議会で
の審議

7. 理事会
による承

認
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gTLDの追加

• 2000年、2004年のgTLD追加

• 追加数や募集対象、利用目的などに一定の制限を設け
た限定的なもの

• 新gTLDプログラム（2012年に募集）

• 誰でも申請でき、従来のようなTLDの利用目的に関する

審査などはなく、技術要件など定められた要件を満たして
いればよい（準則的に承認）

• 2011年6月20日にICANN理事会がプログラム実施を承
認、第1ラウンドの申請受付が2012年1月12日～4月12
日にかけて行われ、1,930件の申請があった

• UDRPに加えて紛争解決の仕組みが追加

• 商標保護策が導入(TMCH, URS)
• 複数申請者間で競合する文字列：オークションなど実施

18
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Whois

• 次世代Whoisについて検討

• 様々な要件（プライバシー、国際化、法執行機関アクセス、
不正利用対策、法規制対応 etc.）

• 検討状況

• 2010年9月～2012年5月：Whoisポリシーレビューチーム
にて検討

• 2012年12月～2014年6月：gTLDディレクトリサービス専
門家作業部会 (Expert Working Group：EWG)で検討

• ICANN 51ロサンゼルス会議(2014年10月)後：GNSOお
よび理事会メンバーで検討グループを設立

• IETFでの検討

• WEIRD WGでRDAPについて2012年～2015年初めに
かけ検討（成果物：RFC7480～7485） 19
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ccNSO
• 目的

• ccTLDに関するグローバルポリシーを策定、および
ccNSO内でコンセンサス醸成

• メンバー

• 各国ccTLD管理者＝スポンサー組織（例：.jpならJPRS）
• 157メンバー（11/11現在）

• 評議会(Council)：18名
• 各地域3名×5地域＝15名選出

• NomCom選出メンバー：3名
• ポリシー策定基本方針

• 各ccTLDに関するポリシー策定は基本的に各国マター
（＝各国政府・コミュニティとccTLDレジストリに委ねる）

20
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ASO

• 目的：番号の運用、割り当て、および管理に関連す
るポリシー課題について理事会に勧告

• IANAからRIRに対する番号分配ポリシーを「グローバルポリ
シー」として策定。グローバルポリシーは5RIR全部のコンセンサ
スを経てICANN理事会が承認

• 評議会

• ASO Address Council (AC)
• 5つのRIRが連合して代表組織Number Resource 

Organization (NRO) を設立(2003年)し、ASOの機能を提供

• NRO Number Council (NC) がそのままASO ACとして機能

• NRO-ICANN間の覚書(ICANN Address Supporting Organization 
(ASO) MoU)に基づく

• メンバー：各RIRから3名選出×5RIR＝15名
• 2名は選挙により選出

• 1名は各RIRが指名 21

https://archive.icann.org/en/aso/aso-mou-29oct04.htm
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諮問委員会(AC)
• 政府諮問委員会(GAC)

• 各国政府の代表などからなる

• 公共政策の観点から助言

• セキュリティと安定性に関する諮問委員会(SSAC)
• 幅広い分野（レジストリ、レジストラ、RIR、ルートサーバ管理者など）からのメ

ンバーからなる

• ドメイン名、IPアドレスおよびAS番号分配に関するセキュリティと安定性に関し
て助言

• ルートサーバーシステム諮問委員会(RSSAC) 
• ルートサーバ運用組織、ルートゾーン管理関連組織、DNSのエキスパート等

からなる

• ドメインネームシステム(DNS)におけるルートサーバの運用に関して助言

• At-Large諮問委員会(ALAC) 
• 各地域別 At-Large 組織(RALO)およびNomCom指名メンバーよりなる

• 個人インターネットユーザーの利益に関連するICANN の活動に関する助言

• ALACだけは投票権を持つ理事会議席を1枠持つ（他のACは投票権のないリ
エゾン1名） 22

インターネット資源の管理上重要な関係者
により構成
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ルートサーバーの管理

• ルートサーバー：インターネットで利用されるDNS
において、ツリー構造の起点となるサーバー

• ドメイン名とそれに関する情報（IPアドレス等）を持つ分散
データベース

• 各ルートサーバ
の管理は管理者
によってボラン
ティアベースで行
われているケース
が未だ多い

• ルートゾーンの変更は米国政府（商務省電気通信
情報局(NTIA)）による承認が必要

• DNSルートゾーン管理に関するベリサインとの協力覚書
に基づく 23

ルートサーバー
(A～M)運用者変更要求を

送付

管理者（米国政府）：
変更要求の確認・承認

ルートゾーン保守者
（ベリサイン社）：デー
タベース変更、ゾーン
ファイル生成・配布

IANA機能運用
者(ICANN)：変
更要求を処理

TLD運用者
(レジストリ)

A, B, C
, …

…
M
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IANAについて
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IANAの起源

• Jonathan (Jon) Postel氏が設立
• UCLAの大学院生→USC-ISI所属の研究者

• (SRI-)NICが設立される(1972)
• NSF～InterNIC～NSIがドメイン名の割り当てを開始(1993)
• 米国エネルギー省Teranode Network Technologyとの契約で文書

化(1997)

• IETFに対するサービスとしてのIANA機能
• Vint Cerf氏がNIC/IANAの構成変更提案(1990)

• 1992年にIAB設立、IABがプロトコル番号の割り当てに関して管理を行
う組織として、IANAの名称を得る

• 「IETFおよびIRTFに代わり IANA が実施すべき技術的作業を規定
する覚書」をICANNと締結(2000)

• ICANN設立（1998年）後はICANN内の一機能
• 2000年2月8日に米国政府とICANN間で「IANA機能遂行に関する

契約」を締結
25
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IANA機能と関係者

26

プロトコルパ
ラメーター割
当・登録

IANA契約 NTIAがICANNにIANA
機能の運用を委託

ルートゾーン
管理者

米国政府(NTIA)

RIR

NIR LIR

LIRIPアドレス・
AS番号分配

ドメイン名の委任

番号の分配

Verisign
委
託
範
囲

IETF-ICANN 技術業務に関する覚書（オ
リジナルはRFC2860、その後8回改訂）

NRO
ICANNアドレス
支持組織
(ASO)覚書

Verisign社

Verisign
協力覚書

ルートゾーン
編集承認

ルートゾーン
委任プロセス

プロトコルパラ
メーターの管理
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IANA契約

• 正式名称

• ICANNと米国政府の間の、IANA機能遂行に関する契約

• 経緯

• 締結：2000年2月、更新：2001年3月、2003年3月、2006
年8月、2012年10月

• 現行契約は2016年9月30日まで有効（15/9に1年間延長）

• 内容：IANA機能を委託

• DNSルートゾーン運営に関する（ドメイン名含む）管理機能
• .arpa, .intセカンドレベル、およびIDN tablesの管理も含む

• IPアドレス、AS番号の割り振り

• 技術的プロトコルパラメータ割り当ての調整

• その他、米国商務省の要請に基づく業務
27
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IANAにおけるドメイン名の台帳

28

Root Zone Database: http://www.iana.org/domains/root/db/

 IANAではTLDごとに各レジストリに管理権限を再委任
 2015年11月5日時点でのTLDの総数は1122
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IANAにおけるIPv4アドレスの台帳

29

http://www.iana.org/assignments/ipv4-address-space/ipv4-address-space.xhtml

 IANAでは/8単位に区切って管理(全IPv4空間の1/256)
 全IPv4アドレス空間(約43億ホスト)のうち、35×/8ブロックは特定

用途のために予約し、分配しない（マルチキャスト、プライベートア
ドレス等）
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IANAにおけるIPv6アドレスの台帳

30

http://www.iana.org/assignments/ipv6-address-space/ipv6-address-space.xml

 インターネット接続用に指定されたグ
ローバルユニキャストアドレス空間は/3
（全IPv6アドレス空間の1/8）

 これを/12単位（全空間の1/4096）で
IANAで管理

グローバルユニキャスト
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IANAにおけるプロトコルパラメーターの台帳

 例：プロトコルナンバー、DNSリソースレコードタイプ、IDNAパラメー
ター、HTTPステータスコード、BGPメッセージタイプ

 2011年よりタイムゾーンデータベースの管理を開始
31

http://www.iana.org/protocols http://www.iana.org/time-zones
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IANA監督権限の移管
ICANNの説明責任強化



Copyright © 2015 Japan Network Information Center

IANA機能監督権限の移管

 NTIAがIANA機能の監督権限を移管する意向を
表明（2014年3月14日）

− グローバルなマルチステークホルダーコミュニティに移管
後体制の計画立案を依頼

− IANA監督権限移管調整グループ(ICG)が設立され、移
管提案作成に向けて調整実施
− 13コミュニティを代表する30名により構成

 背景：IANA機能という重要な資源への監督権限が
米国1ヶ国に委ねられていることへの懸念

− どこの国にも属さないインターネットのあり方との整合性
への疑問

− ルートゾーン更新時における承認の役割への懸念

− 象徴的な懸念 33
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IANA監督権限移管の状況

• 2014年
• NTIAがIANA機能の監督権限を移管する意向を発表(3月14日)

• グローバルなマルチステークホルダーコミュニティに移管後体制の計画
立案を依頼

• ICG（IANA監督権限移管調整グループ）組成(7月)
• ICGが提案募集を発表(9月8日)

• 3資源コミュニティ（ドメイン名、番号資源、プロト
コルパラメータ）に各資源に関する提案を依頼

• 2015年
• ICGの提案締め切り(1月15日)

• プロトコルパラメータ・番号資源は期限内に提出

• ドメイン名に関する提案提出(2015年6月)
• ICGが3資源の統合提案を発表(7月31日)
• NTIAが、IANA契約の更新を1年延長

• 2015年9月→2016年9月(提案の施行完了含む)
34
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移管提案プロセス

35

CCWG-Accountability
(WS1のみ) 

プロト
コル

ドメイン
名

番号
資源

IETFコミュニティ：
IANAPLAN WG

ドメイン名コミュニティ：
CWG-Stewardship

RIRコミュニティ：
Consolidated RIR IANA 
Stewardship Proposal
(CRISP) Team

理事会
承認

三資源の運用コミュニティ：
各IANA機能ごとの提案を策定 ICG：方針決定・

進捗管理・提案
の統合
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IANA監督権限移管提案の全体像

36

PTI

RIRｓ

IANA機能運用

運用委託

プロトコルパラメータ ドメイン名

番号資源

実績を計測、それ
に基づき年次で覚
書を更新

SLA（サービスレベル合意）締結
• サービスレベルの評価含む

(番号資源機能においてNTIA-ICANN
間の契約に置き換わる位置づけ)

Review
Committee

各RIRコミュニ
ティの代表者
からなる

実績を計測

以下を新設
• Post-Transition IANA (PTI)：IANA機

能を担う組織としてPTI （ICANNの
子会社）を設立し委託

• Customer Standing Committee 
(CSC)：名前機能のサービスレベ
ルを評価

• IANA Function Review (IFR) Team：
サービスレベル以外の全体評価

IAB

監視

番号資源機能に関
するサービスレベ
ルについてRIRへ
諮問

覚書締結
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ICANN説明責任の強化

• 検討開始の理由
• 米国政府の監督がなくなることでICANNの説明責任が弱まるのでは

ないかとの強い懸念

• NTIAが移管の条件としてICANNの説明責任向上に向けた提案も併
せて提出するよう要請

• NTIAによる監督権限移管後もICANNの説明責任が充分に担保される
ことを示す

• ストレステスト（移管に伴う想定事態への耐性分析）を含むこと

• 対象：金融危機／支払不能、運営上の義務を果たせなくなること、法・立法
上の事態、説明責任を果たせなくなること

• 検討グループ設立
• Cross Community Working Group On Enhancing ICANN 

Accountability (CCWG-Accountability)

• 課題の仕分け
• Work Stream 1 (WS1)：移管までに要対策の課題

• Work Stream 2 (WS2)：移管以降の長期検討課題
37
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ICANN説明責任提案内容の概要

1. AoCの定款への反映

2. 基本的定款の導入

• ICANN基本的価値観・意思決定の核となるものを反映

• 理事会決定への審議・再考プロセス見直し

3. 理事会へのコミュニティの権限強化

• 既存の支援組織/諮問委員会の仕組みを基にこれらに会
員または代表者の権限を付与

• 権限強化対象
• 理事会全体の解任

• 個々の理事の解任

• 定款変更の承認/棄却

• 予算および戦略/運用計画の棄却

38
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さらに詳しい内容を知りたい方はこちら

• ICANN
• https://www.icann.org/

• IANA
• https://www.iana.org/

• ICANN情報

• https://www.nic.ad.jp/ja/icann/index.html
• ICANN会議・ICANN報告会

• https://www.nic.ad.jp/ja/icann/meeting/index.html

• ドメイン名を中心としたインターネットポリシーレ
ポート

• https://www.nic.ad.jp/ja/in-policy/index.html
39
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